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た 。
ATP は Barth と Jaegerの 方法 に よ り， 乳酸は Barker と Sumers 。 n の 方法に よ り測定 した 。

　ATP

量 は 正常胚 に 於て は 発 生 初 期 か ら神 経 胚 期 に か け て 減少 を つ づ け．以後急 に 上 昇す る。 DNP 処理 に よ る

ATP の 減少峯 は発生の 進行 と共 に 増大 す る。乳酸量 は 尾芽期 に 於 て 急 に 数倍 に 増大 し．以後再び急 に 下が

る。DNP 処 理 lcよ る 乳酸 の 増大率 は ， 他の 各期に 於て は数倍 に 及 ぶ の に ，尾 芽 期 に 於 て は 1，
’
2 位 増 え る に

すぎな  ％ ま た こ の 乳酸量 の 増大 は ホ モ ヂ ェ ネ
ー 1・に 於 て もみ られ る 。 以上 の 2 つ の 結果 か ら， 発生途．LO

胚 の 代謝 に は．形 態的変化に 応 じた，質的 な 変 1ヒの あ る事 が 考 え られ る 。

ヒキガ エ ル 初期 発生 胚の 核醸量 の 変化 と呼吸 量　　長 谷 川　和 （愛 知学芸 大
・名 ・生 ）

　 ヒ キ ガ エ ル 受精卵及 び 胚発生 に 俸 う核酸 景 の 変化に 及ぼす温度の 影響 ICつ い て は報缶 し た如 く，
　 RNA 量

に の J・ 著 しい 影響が認 め られ た 。 叉 此 れ らの 郵叉 は 胚 の 酸素 消費量 が 減 少 し， そ れ ら の RNA 量 の 減少 と完

全 に
一

致 し，RNA 量 の 減少壁が著 し い 卵 又 は 胚 ほ ど ，
　 RNA 量 の 回復期 に お け る 酸素消費量 の 増加 は 大 で

ふ　　　　　J
の つ ／こ o

　然 し紫外線 2537A 波長 の 照射彦ilよ り発 生 し た 胚 の DNA 量 の 低下ヌ は 其 の 回復期 に 於 て は RNA に 見 ら

れ る様な酸素消費量 の 増加 は 認 め られ た か っ た。テ ベ
『
ご舛照 よ り著 し い 低 下 量 が 示 さ れ た 。

　此 の 事 は ，
RNA 量 の 合成 と酸素 消費量 と の 閑 の 密接な関係を示 す忌．の で あ り， 此 れ に 鷲 し DN ．N の 合成

は R．NA とは何等 か C 異 な る 要因が存在 ラ
ー
る の で は ない か と 考 え られ た 。

魚卵発生過 程にお ける代 謝プ ー ル 　L ア ミノ酸代 謝

　　 山本定明 ・中埜栄 三 ・石 田 光代 （名大 ・理 ・生 ）

　産卵 中の メ ダ カ の 腹月室中に
1
℃

一
卩 イ シ ン ま た は

35S 一
メ チ オ ニ ン を注射す る と こ れ らア ミ ノ 酸 は卵 に と

り込 ま れ て ．い わ ゆ る ラ ベ ル され た 卯が産ま れ る 。 こ の 卵 を室温で発生 させ ， ふ 化まで の い ミつ か の 発生段

階 に お い て 胚体を卵黄 と分離 し ， そ れ ぞ れ の 酸 可 溶，不溶分 画 の 敏射能を測 定 し た。 卩 イ シ ン
， メ チ オ ＝ ン

い つ れ の 場合で も発生 初 期 に は 卵黄 の 酸不溶分 画 に 90％ 以上 の 放射能があ 1）卵黄 の 酸 可 溶分画 に 1ま 8％ 胚

体 に は 2％ し か ない 。 心臓が動 き始 め る 頃 に は卵 黄 の 酸 不溶分 画 の 放 射 能 が ti［　iy
， 可 溶分 画 が増 し

， 胚体

口 身 へ の と り込み も高 ま る 。 卵黄 の 可溶分虞 は 血 液循環が始 ま る と減 少し胚体形成 の 場合 に ア ミ ノ 酸の プ ー

ル と して 役 立 っ て い る よ うに 気 られ る 。 こ の プ ール の 性質袈 ロ紙 ク 卩 マ トで 護 ぺ る と 敦 射能 は 大 部分 オぐ りベ

プ チ ドま た は 低分予 の 蛋白箕 と思 わ れ る 分画 ICあ り遊離 型の ア ミ ノ 数 に は 少 い rJ また　DEAE 一
セ フ ァ デ ッ

ク ス の カ ラ ム に よ っ て も同 様 の バ タ ーン が 廴 ら れ る。

メダカ初期発生卵内の ボ ス ハ ターゼ 　　山上 健次郎 （棄大 ・教養 ・生　t／

　発 牛 初期 の メ ダ カ 卵 に 多量 に 存在す る卵黄蛋 臼 質騰 の 発生 中 に 冕 られ る急 速 な減少 は ， 主 に ， 蔽性 ホ ス ハ

タ ーゼ に よ る直接 の 脱 隣駿 と考え ら tLる 。 全卵弓・ の 酵性 ホ ス ハ ターゼ 活 性 は ， 第 ユ 日 目 の 卵 で づで に か な 9
高 く ， 孵化 まて に 徐 々 に 増加 す る が ， ア ル カ リ性 ホ ス ハタ

ーゼ は，初期 は 殆 ん ど活性 は な く． 第 4 日 目1）1後 ，

急激に増加 す る 。 肛 と卵 黄 を分離 し て し ら べ る と， 前省は胚，卵黄 と きに ほ ぼ 同 程 度の 活性 が見 ら れ ， そ O

後胚内で 多少増加 す るが ， 後者 は卵 黄内 に は殆 ん ど活性 が見 られ ない 。
Gemori の 方法 に よ る全域内 の 酵徃

ホ ス ハ ター一ゼの 分布 は， 上 記分離実験 の 結果 と ほ ぼ一
致す る が，特 に 卵黄 内 の 分布 は ， 麗辺 の 卵黄嚢 内面部

に強 く見 ら れ る 。

　卵黄蛋白質は 完全 に 水溶性 で あ る が，pH 　4．2 に し た時に 生 ず る微量 の 沈澱部 に は，価 横 内酸性 ホ ス ハ
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